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1. 事業の概要 

1-1 参加大学名（設置者名） 

順天堂大学大学院医学研究科 

学校法人順天堂（東京都文京区本郷 2 丁目 1 番 1 号） 
学長 木南英紀（事業推進代表者） 

島根大学大学院医学系研究科 

国立大学法人島根大学（島根県松江市西川津町 1060） 
学長 小林祥泰 

鳥取大学大学院医学系研究科 

国立大学法人鳥取大学（鳥取県鳥取市湖山町南 4 丁目 101） 
学長 能勢隆之 

岩手医科大学大学院医学研究科 

学校法人岩手医科大学（岩手県盛岡市内丸 19-1） 
理事長 小川彰 

東京理科大学大学院薬学研究科 

学校法人東京理科大学（東京都新宿区神楽坂 1 丁目 3 番地） 
理事長 塚本桓世（～平成 24 年 12 月 27 日（木）） 

中根滋（平成 24 年 12 月 28 日（金）～） 

明治薬科大学大学院薬学研究科 

学校法人明治薬科大学（東京都清瀬市野塩 2 丁目 522 番地 1 号） 
理事長 久保陽徳 

立教大学大学院理学研究科 

学校法人立教学院（東京都豊島区西池袋 3 丁目 34 番 1 号） 
総長 吉岡知哉 
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1-2 プログラム名 

文部科学省 平成 24 年度 「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」 

1-3 事業名称 

ICT と人で繋ぐがん医療維新プラン 

1-4 本事業の概要 

順天堂大学はがん専門医療者の養成を行い、がん医療の底上げに貢献してきた。今後は、全国のがん患者に均

等に医療者養成の成果を還元し得る臨床の連携、基礎と臨床が協働する医薬看理工連携が課題である。従来、地

方と首都圏大学との人材交流は少なく、地方のがん医療人養成はマンパワーに問題があった。本プランでは、本

学及び連携医科系大学と非医科系大学を ICT と循環型人材交流で結び、地域から世界まで、さらに基礎から臨床

まで俯瞰するがん研究者・医療人の養成を目的とする。具体的には（1）順天堂大学に先導的がん医療開発研究セ

ンターを整備し、これを拠点とし、（2）東京理科大学・明治薬科大学・立教大学との共同橋渡し研究の体制整備

と実施、（3）島根大学、鳥取大学、岩手医科大学の構築するコンソーシアムと理薬工学系大学を ICT と人材交流

で繋ぎ、臨床・研究・教育に一気に風穴をあける平成のがん医療維新を引き起こしたいと考えている。 
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1-5 養成コース 

■大学院コース 

大学院・課程 コース名 養成する専門分野 修業年限

順天堂大学大学院 
医学研究科 医学専攻 次世代先導的がん研究者養成コース がん研究医 4 年 

島根大学大学院 
医学系研究科 医科学専攻 地域がん専門医育成コース がん化学療法 4 年 

鳥取大学大学院 
医学系研究科 看護学専攻 

がん看護専門（認定）看護師養成 
コース 

① がん看護専門看護師 
② 認定看護師 

（がん化学療法看護） 

① 2 年 
② 7 ヶ月

岩手医科大学大学院 
医学研究科 医科学専攻 

緩和ケア地域連携を支援する 
指導的医療人育成コース 緩和医療 2 年・4 年

東京理科大学 
薬学研究科 薬科学専攻修士課程 がんシステム・創薬研究者養成コース 創薬医科学 2 年 

明治薬科大学大学院 
薬学研究科 薬学専攻博士課程 

がん薬物療法のファーマシー・ 
サイエンティスト養成教育コース 薬剤師 4 年 

立教大学 
理学研究科 物理学専攻 医学物理研究コース  医学物理士 3 年 

■インテンシブコース 

大学院・課程 コース名 養成する専門分野 修業年限

順天堂大学大学院 
医学研究科 医学専攻 

次世代先導的がん専門医療人 
養成コース がん治療 1 年間 

（20 講義）

島根大学大学院 
医学系研究科 医科学専攻 

鳥取大学大学院 
医学系研究科 医学専攻 

山陰がん認定医療スタッフ育成コース 
（島根大学・鳥取大学の合同事業） 地域がん認定医療 1 年間 

トランスレーショナル 
リサーチ（TR）マネジメント 

1 年間 
（3 単位）岩手医科大学大学院 

医学研究科 医科学専攻 
先導的がん臨床研究に精通した医療人 
育成コース 

レギュラトリーサイエンス 1 年間 
（3 単位）
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1-6 がんに特化した講座の設置 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 腫瘍内科学講座 

本講座は、腫瘍学の卒前教育と卒後教育（がん薬物療法専門医の養成）、院内がん治療センターの運営、臨床試

験の企画、実施、報告と先導的医療開発センターを拠点とした大学間の研究支援を行うことを目的としています。 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 緩和医療学研究室 

本講座は、自然科学と人間科学を統合した緩和ケア学の確立と教育・実践、緩和医療医養成、緩和ケアに関心

を有する医療従事者の育成、緩和ケア領域における臨床研究を行うことを目的としています。 

島根大学大学院 医学系研究科 

島根大学医学部医学科 緩和ケア講座 

本講座は、緩和ケアの卒前・卒後の教育の確立・実践、地域における緩和ケアの体制整備、緩和ケア領域にお

ける臨床研究を行うことを目的としています。 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 放射線治療学講座 

本講座は、放射線腫瘍医、医学物理士の有機的統合により高精度放射線治療の基礎および臨床研究を行い、か

つ、がん治療教育の充実を図ること、また、連携大学との協力による相互の診療と各地域がん診療の充実を図る

ことを目的としています。 

岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 緩和医療学講座 

本講座は、緩和ケアの卒前・卒後の教育の確立・実践、臨床研究者の育成、地域ごとの実情に沿った連携シス

テムの整備と各専門職種からなるスキルミクス指向型の指導的医療人の育成を目的としています。 

岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 放射線腫瘍学講座 

本講座は、放射線腫瘍学の卒前・卒後の教育の確立・実践、地域ごとの実情に沿った連携システムの整備、放

射線治療に生物学的最適化戦略を開発・研究するがん放射線治療医の育成を目的としています。 



第 1 編 事業概要報告（平成 24 年度） 
 

6 

 



 

 

 

第 2 編 
平成 24 年度の取り組み 

 



第 2 編 平成 24 年度の取り組み 
 

8 

1. シンポジウム 

1-1 キックオフシンポジウム 

■概要 

(1) 名称 

順天堂大学 キックオフシンポジウム「がん医療維新をめざす ICT 研究教育プラン」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 6 月 18 日（月）16:00～18:30 
開催場所：順天堂大学 本郷キャンパス 11 号館（センチュリータワー）801 教室 

（ＴＶ会議にて連携大学接続） 
参加対象：一般の方（自由参加、入場無料） 
 

(3) 特別講演者 

国立がん研究センター  研究所所長 中釜 斉 
公益財団法人がん研究会有明病院  院長 門田 守人 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：151 名（順天堂大学会場出席者） 
 

(5) 主催 

順天堂大学・岩手医科大学・島根大学・鳥取大学・東京理科大学・明治薬科大学・立教大学 
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■資料 

・ポスター 
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1-2 東京理科大学主催がんプロシンポジウム『基礎研究を先進がん医療に活かす』 

■概要 

(1) 名称 

東京理科大学主催がんプロシンポジウム『基礎研究を先進がん医療に活かす』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 11 月 30 日（金）13:00～ 
開催場所：東京理科大学 野田校舎 13 号館 1311 教室 
参加対象：医学・薬学・医学物理領域の研究者、大学教員、本がんプロ運営スタッフ、大学院生 
 

(3) 特別講演者 

独立行政法人国立がん研究センター研究所  遺伝医学研究分野 分野長 吉田 輝彦 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：75 名 
 

(5) 主催 

東京理科大学 
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■資料 

・リーフレット 
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1-3 鳥取大学・島根大学がんプロシンポジウム『がん医療における地域貢献とは』 

■概要 

(1) 名称 

鳥取大学・島根大学がんプロシンポジウム「がん医療における地域貢献とは」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 12 月 13 日（木）14:00～17:00 
開催場所：鳥取大学医学部付属病院 がんセンター（ＴＶ会議にて連携大学接続） 
参加対象：医師・看護師・コメディカル 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：28 名（鳥取大学会場内出席者） 
 

(4) 主催 

鳥取大学・島根大学 
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■資料 

・チラシ 
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1-4 順天堂大学市民公開シンポジウム『対話学・対話カフェの重要性』 

■概要 

(1) 名称 

市民公開シンポジウム「対話学・対話カフェの重要性」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 3 月 11 日（月）13:00～15:30 
開催場所：順天堂大学 10 号館 1 階 105 カンファレンスルーム 
参加対象：一般の方（自由参加、入場無料） 
 

(3) 特別講演者 

NPO 法人グループ・ネクサス 理事長 天野 慎介 
TBS テレビ報道局 解説委員 小嶋 修一 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：55 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
 



第 2 編 平成 24 年度の取り組み 

19 

■資料 

・ポスター 
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2. ワークショップ 

2-1 連携 7 大学 FD 研修会 in 岩手 
 『がん医療維新プラン・共通教育科目のカリキュラムプランニング』 

■概要 

(1) 名称 

がんプロ FD ワークショップ「がん医療維新プラン・共通教育科目のカリキュラムプランニング」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 9 月 8 日（土）12:00～ 9 月 9 日（日） 
開催場所：ホテル安比グランド（〒028-7396 岩手県八幡平市安比高原） 
参加対象：本プログラム及び講義に関わっている教員 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：39 名 
 

(4) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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・スケジュール 
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・班分け表 
 

平成 24 年度がんプロ FD ワークショップ 

「カリキュラムプランニング」 
 

平成 24 年度がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
がんプロＦＤワークショップ グループワーク（ＧＷ）班分け表 

 
日  時  平成 9 月 8 日（土）～9 日（日） 

【A 班】 【B 班】 

所 属 職名 氏 名 所 属 職名 氏 名 

順天堂大学 教授・統括 
コーディネーター 高橋 和久 順天堂大学 教授 樋野 興夫 

順天堂大学 ポストドクター 嶋田 奈緒子 島根大学 講師 須谷 顕尚 

島根大学 助教 津端 由佳里 岩手医科大学 教授 人見 次郎 

鳥取大学 助教 大山 賢治 岩手医科大学 准教授 千葉 俊美 

岩手医科大学 准教授 伊藤 薫樹 岩手医科大学 准教授 竹内 聡 

岩手医科大学 講師 木村 祐輔 岩手医科大学 准教授 工藤 賢三 

岩手医科大学 教授 那谷 耕司 立教大学 教授 栗田 和好 

明治薬科大学 副科長、教授 庄司 優  

【C 班】 【D 班】 

所 属 職名 氏 名 所 属 職名 氏 名 

順天堂大学 ポストドクター 譚 河 順天堂大学 教授 齋藤 光江 

島根大学 教授 磯部 威 順天堂大学 准教授 松岡 淨 

岩手医科大学 教授 杉山 徹 岩手医科大学 教授 前沢 千早 

岩手医科大学 教授 有賀 久哲 岩手医科大学 主任薬剤師 佐藤 淳也 

岩手医科大学 講師 柏葉 匡寛 岩手医科大学 主任薬剤師 米澤 裕司 

岩手医科大学 教授 小澤 正吾 明治薬科大学 副学長、教授 越前 宏俊 

岩手医科大学 薬剤師 森 恵 立教大学 大学院生 玉木 聖一 

立教大学 客員教授 西尾 禎治    
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・A 班発表資料 
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・B 班発表資料 
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・C 班発表資料 
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・D 班発表資料 
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2-2 チーム研究合宿 

■概要 

(1) 名称 

チーム研究合宿「多施設・多職種チームで研究プロトコールを作成し、 
実践しよう！」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 3 月 2 日（土）12:00～ 3 月 3 日（日） 
開催場所：晴海グランドホテル（〒104-0053 東京都中央区晴海 3-8-1） 
参加対象：大学院生 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：65 名 
 

(4) 主催 

順天堂大学 
 

(5) 参加大学 

順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学、東京理科大学、明治薬科大学、立教大学 
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・スケジュール 
 
3 月 2 日 タイムスケジュール 
開始 終了 時間 タイトル 所属 役職 氏名 会場 

12:00 12:05 5 分 開会挨拶 順天堂大学 
呼吸器内科学 教授 髙橋 和久 アネックス 

A 会場 

〈座学〉12:05 ～ 13:15（昼食を食べながら） 

12:05 12:25 20 分 〈座学〉 
臨床試験とは 

順天堂大学 
臨床研究センター 客員准教授 米本 直裕 

12:25 12:45 20 分 〈座学〉 
統計 

大阪大学医学部 
附属病院 
未来医療開発部 

特任講師 山本 紘司 

12:45 13:05 20 分 〈座学〉 
倫理 

順天堂大学 
臨床研究センター 准教授 松岡 淨 

13:05 13:15 10 分 〈座学〉 
グループワークの進め方 

順天堂大学 
乳腺・内分泌外科学

教授 齊藤 光江 

アネックス 
A 会場 

〈実習〉13:15 ～ 18:30 

13:15 13:45 30 分 〈実習〉 
チームビルディング 

株式会社ビジネス 
コンサルタント 講師 大崎 桂子 アネックス 

A 会場 

13:45 13:50 5 分 移動・トイレ休憩 ― ― ― 

13:50 14:20 30 分 

〈実習〉 
各グループに分かれて自己紹介

と関心のある研究テーマ（宿題）

の発表 

― ― ― 

14:20 18:30 240 分 

〈実習〉 
グループワーク① 
＊教員は 16 時と 18 時にチュー

ター会議 20 分づつ 

― ― ― 

実習会場 
1 班：401 
2 班：434 
3 班：418 
4 班：419
チュータ： 

ローズ 

18:30 19:30 60 分 夕食 

  10 分 グループワークでの生物統計学

者の役割 
順天堂大学 
臨床研究センター 生物統計家 米本 直裕 

  10 分 グループワークでの看護師の 
役割 

順天堂医院 
看護部 業務課 保健師 中野 真理子 

  10 分 臨床研究プロトコール作成に 
おける薬剤師の役割 明治薬科大学 副学長 越前 宏俊 

  10 分 薬学研究者の役割～薬学研究の

臨床応用に向けて～ 
東京理科大学薬学部

TR 部門長 教授 深井 文雄 

  10 分 
グループワークでの医師・医学

物理士・メディカルスタッフの

役割 

順天堂大学 
乳腺・内分泌外科学

教授 齊藤 光江 

2 階 
シルバー 

〈実習〉19:30 ～ 21:30 

19:30 21:30 120 分 

〈実習〉 
グループワーク② 
＊教員は 21 時にチューター会

議 20 分 

― ― ― 実習会場 

  
3 月 3 日 タイムスケジュール 

9:00 11:00 120 分 〈発表会〉30 分Ｘ4 グループ 順天堂大学 
乳腺・内分泌外科学

教授 齊藤 光江 

11:00 11:30 30 分 〈感想と討論会〉 
＊教員は審査会    

11:30 12:00 30 分 結果発表・修了式・記念撮影・

閉会の辞 
順天堂大学 
分子病理病態学 教授 樋野 興夫 

2 階ゴールド
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・グループ班分け表 
 
大学名 氏名 所属 

魚森  俊喬 乳腺・内分泌外科学 

猪狩 史江 乳腺・内分泌外科学 順天堂 

橋本 夕美 公衆衛生学 

岩手 川岸 涼子 臨床腫瘍学（外科腫瘍学） 

杉山 奈津子 薬学 

奥山 慎 薬学 東理 

三枝 祐輔 理工学研究科 情報科学専攻

1 

明治 赤津 ちづる 薬効学教室 

 
 
大学名 氏名 所属 

芝 恵美子 小児思春期発達・病態学 
順天堂 

櫻井 弘子 血液内科学 

岩手 菅原 教史 臨床腫瘍学（血液臨床腫瘍学）

亀山 あずさ 薬学 

野原 佑介 薬学 

水沼 太郎 薬学 

小寺 優輝 情報科学 

東理 

中根 弘貴 情報科学 

3 

明治 櫛部 洋 薬学 

 
 
 
 

大学名 氏名 所属 

倉田 麻美 乳腺・内分泌外科学 

宿谷 威仁 呼吸器内科学 順天堂

譚 珂 分子病理病態学 

島根 津端 由佳里 内科学講座（呼吸器・臨床腫瘍学）

岩手 朝賀 純一 薬剤部 

軽部 皓充 薬学 
東理

猪又 和樹 情報科学 

2

明治 繰生 京子 大学院臨床薬学専攻博士課程（後期）

大学名 氏名 所属 

順天堂 嶋田 奈緒子 呼吸器内科学 

島根 木庭 尚哉 医学部附属病院 
（呼吸器・化学療法内科） 

菊池 光洋 臨床腫瘍学（放射線腫瘍学）
岩手

二瓶 哲 薬剤部 

金 永進 薬学 
東理

長縄 真学 情報科学 

玉木 聖一 理学研究科物理学専攻博士課程後期

4

立教
伴 啓佑 理学研究科物理学専攻博士課程前期
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・発表の様子 
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3. 各大学企画講座・連携企画講座 

3-1 順天堂大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

『The evolution of radiation therapy for the management of lymphomas』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 10 月 22 日（月）18:30～19:30 
開催場所：順天堂大学 本郷キャンパス 11 号館（センチュリータワー）403 教室 
参加対象：大学院生、一般教職員 
 

(3) 演者、座長 

演者：Stanford 大学 Richard Hoppe 教授 
座長：順天堂大学大学院 医学研究科 放射線治療学 笹井 啓資  教授 

■資料 

・ポスター 
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3-2 順天堂大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

『Video-assisted Mediastinal Lymphadenectomy』『Female Surgeons in Germany』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 12 月 4 日（火）19:00～20:00 
開催場所：順天堂大学 本郷キャンパス 11 号館（センチュリータワー）306 教室 
参加対象：大学院生、一般教職員 
 

(3) 演者、座長 

演者：Past-President of the European Society of Thoracic Surgeons (ESTS） 
ELK Berlin Chest Hospital Gunda Leschber 教授 

座長：順天堂大学大学院 医学研究科 呼吸器外科学 鈴木 健司 教授 

■資料 

・ポスター 
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3-3 順天堂大学 国際シンポジウム『先導的国際がん研究の動向』 

■概要 

(1) 名称 

国際シンポジウム「先導的国際がん研究の動向」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 2 月 28 日（木）13:00～16:30 
開催場所：順天堂大学 11 号館 8 階 801 教室  
参加対象：大学院生、一般教職員 
 

(3) 特別講演者 

文部科学省 高等教育局 企画官 渡辺 真俊 
Assistant director and head of department of pathology of National Cancer institute of Thailand 
 Dr.Anant Karalak 
Deputy Director, Health Environment Management Agency, Ministry of Health of Vietnam 
 TRAN THI NGOC LAN,M.D.,Ph.D. 
Professor, Department of Pathology, Yonsei University, Wonju College of Medicine 
 Soon-Hee Jung,M.D.,Ph.D. 
The Head of Pulmonology Department,Pulmonologist,Consultant of Occupational Disease 
 Koesoemoprodjo Winariani,M.D. 
環境省 総合環境政策局 環境保健部 企画課 石綿健康被害対策室長 神ノ田 昌博 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：70 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料  

・抄録 
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3-4 岩手医科大学 がんプロシンポジウム『地域を支えるがん医療教育』 

■概要 

(1) 名称 

がんプロシンポジウム「地域を支えるがん医療教育」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 1 月 19 日（土） 
開催場所：ホテル東日本［鳳凰の間］（岩手県盛岡市大通り 3-3-18） 
参加対象：医師、看護師、薬剤師、放射線技師、医学物理士、患者家族 
 

(3) 特別講演者 

厚生労働省 医薬食品局審査管理課 課長補佐 宮田 俊男 
独立法人国立がん研究センター 理事長 堀田 知光 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：50 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
 

(6) 後援 

北東北がん医療コンソーシアム 
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■資料 

・ポスター 
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3-5 東京理科大学『第 28 回薬学講座』 

■概要 

(1) 名称 

東京理科大学「第 28 回薬学講座」 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 10 月 20 日（月）10:30～17:00（10:00 受付開始） 
開催場所：東京理科大学 神楽坂校舎 1 号館 17 階 記念講堂 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：93 名 
 

(4) 主催 

東京理科大学 

■資料  

・チラシ 
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3-6 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『アメリカの薬学教育とレジデンシー制度、がん専門薬剤師の臨床活動』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 11 月 15 日（木）16:00～18:00 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 201 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

Kaiser Permanente San Diego Medical Center Ambulatory Care Pharmacist‐Hematology/Oncology 
大友千絵子 Pharm.D., BCOP 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、薬学部学生、教員等 30 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 

■資料 
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3-7 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『がん研究における DNA 付加体研究の過去・現在そして未来』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 24 年 12 月 10 日（月）17:30～18:30 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 204 教室 
参加対象：本講座に興味をお持ちの方 
 

(3) 演者 

独立行政法人 国立がん研究センター研究所 発がんシステム研究分野 ユニット長 戸塚 ゆ加里 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、薬学部学生、教員等 38 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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3-8 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『Use of immediate release fentanyl (non-IV) in cancer pain』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 1 月 9 日（月）10:50～12:10 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 101 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

米国イリノイ大学 薬学部講師 Christina Haaf, Pharm D 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、学部学生、教員等 101 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 

■資料 
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3-9 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『Novel agents and small molecules for cancer pharmacotherapy』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 1 月 12 日（土）10:30～12:00 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 101 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

米国イリノイ大学 薬学部講師 Christina Haaf, Pharm D 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、学部学生、教員等 70 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 

■資料 
 
 

 



第 2 編 平成 24 年度の取り組み 

51 

3-10 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『癌転移・薬剤耐性における EMT・幹細胞の関与  ― 乳癌や肺癌を中心に ―』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 1 月 22 日（火）16:00～17:00 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 201 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

順天堂大学 医学部 呼吸器内科 高橋 史行 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、薬学部学生、教員等 24 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 

■資料 
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3-11 明治薬科大学 大学院特別講義 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 講演会 
『Clinical Pharmacy Training in the US』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 2 月 16 日（土）13:00～16:00 
開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 101 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

Clinical Pharmacy Consultant at Inova Fairfax Hospital, USA   
Anna Wodlinger Jackson, PharmD, BCPS 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、学部学生、教員、外部聴講者 75 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 

■資料 
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3-12 明治薬科大学 ジョイント講演会 

■概要 

(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤事業 ジョイント講演会 
『がん専門薬剤師の臨床活動とがん薬物治療研究の現在』 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 3 月 9 日（土）講演 1 13:00～14:45 
講演 2 15:00～16:45 

開催場所：明治薬科大学 清瀬キャンパス 101 教室 
参加対象：学部生・大学院生・教員 
 

(3) 演者 

講演 1 静岡県立大学薬学部 辻 大樹 先生 
講演 2 浜松オンコロジーセンター 宮本 康敬 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：明治薬科大学 大学院生、薬学部学生、教員他 73 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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3-13 順天堂大学・岩手医科大学 テレビ会議合同カンファレンス 

■概要 

(1) 名称 

順天堂大学・岩手医科大学 乳腺外科間テレビ会議合同カンファレンス 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：第 1 回 平成 24 年 10 月 31 日（水） 
第 2 回 平成 25 年 2 月 27 日（水） 
第 3 回 平成 25 年 3 月 27 日（水） 
 
 

 

 

 

 

 

 

3-14 順天堂大学・島根大学  テレビ会議合同特別カンファレンス 

■概要 

(1) 名称 

順天堂大学・島根大学 呼吸器内科間テレビ会議合同特別カンファレンス 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 3 月 28 日（木） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

3-15 がんプロ医学物理連絡会 

■概要 

(1) 名称 

第 1 回がんプロ医学物理連絡会 
 

(2) 日時、場所、対象 

開催日時：平成 25 年 3 月 24 日（日） 
開催場所：順天堂大学 本郷キャンパス 9 号館 2 階 8 番教室 
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4. ニュースレター 

4-1 ニュースレター創刊号 
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4-2 ニュースレター第 2 号 
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4-3 ニュースレター第 3 号 
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4-4 ニュースレター第 4 号 
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1. 鳥取大学（医学部付属病院 看護師キャリアアップセンター） 
がん看護専門（認定）看護師養成コース（認定看護師（がん化学療法看護）） 

1-1 共通科目 
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1-2 選択共通科目 
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1-3 専門基礎科目 
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1-4 専門科目 
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1-5 臨地実習 
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1-6 総合演習 
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2. 東京理科大学 がんシステム・ 
創薬研究者養成コース 

2-1 シラバス 

科目名称 基礎生物化学特論 

科目名称（英語）  

授業名称 基礎生物化学特論 

教員名 田沼 靖一、深井 文雄、内海 文彰、宮崎 智、秋本 和憲 

開講年度学期 2012 年度 前期 

曜日時限 木曜 3 限 

開講学科 薬学研究科 薬科学専攻 
 
単位 2.0 学年 1 学年 

科目区分 創薬科学・生命薬科学分野 履修形態 選択 
 
授業の概要・目標 専門的学術雑誌等に掲載されている最新の生化学と将来の展開について議論する。 

履修上の注意 生化学 1 と 2、分子生物学、分子細胞生物学を履修していることが望ましい。 

準備学習・復習 各回の内容について、学術雑誌等で関連する分野の研究について調べておいたほうが良い。

また、授業が終わった後でその部分の理解を深めるために復習をすることが望ましい。 

成績評価方法 セミナー形式のプレゼンテーション、あるいはレポートなどから総合的に評価する。 

教科書 特に用いない。 

参考書 特に用いない。 
 

授業計画 

 
1 基礎生化学ゼミ (1) 
生化学の分野において医療に関連する学術専門雑誌から幾つかの報告について詳しく解説

し、その意義と問題点等について明らかにする。 
 
2 基礎生化学ゼミ (2) 
生化学の分野において薬学に関連する学術専門雑誌から幾つかの報告について詳しく解説

し、その意義と問題点等について明らかにする。 
 
3 基礎生化学ゼミ (3) 
生化学の基礎及び応用について、特に医療への貢献の可能性を視野に入れたうえでの発展

的総合討論を行う。 
 
4 基礎生化学ゼミ (4) 
遺伝子工学の分野において医療に関連する学術専門雑誌から幾つかの報告について詳しく

解説し、その意義と問題点等について明らかにする。 
 
5 基礎生化学ゼミ (5) 
遺伝子工学の分野において薬学に関連する学術専門雑誌から幾つかの報告について詳しく

解説し、その意義と問題点等について明らかにする。 
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授業計画 

 
6 基礎生化学ゼミ (6) 
遺伝子工学の基礎及び応用について、特に医療への貢献の可能性を視野に入れたうえでの

発展的総合討論を行う。 
 
7 基礎生化学ゼミ (7)【担当：宮崎】 
ゲノム情報の収集と活用法について学ぶ。 
 
8 基礎生化学ゼミ (8)【担当：宮崎】 
次世代シーケンサーをもとにした情報解析技術について習得する。 
 
9 基礎生化学ゼミ (9)【担当：宮崎】 
マイクロアレイデータの習得法およびデータ解析手法について講義する。 
 
10 基礎生化学ゼミ (10) 
 
11 基礎生化学ゼミ (11) 
 
12 基礎生化学ゼミ (12) 
 
13 基礎生化学ゼミ (13)【担当：秋本】 
PCR を用いた様々な解析手法について講義する。 
 
14 基礎生化学ゼミ (14)【担当：秋本】 
RNAi を用いた様々な解析手法について講義する。 
 
15 基礎生化学ゼミ (15)【担当：秋本】 
生化学の応用について、特に臨床医療への貢献の可能性を視野に入れたうえでの発展的総

合討論を行う。 
 
備考 なし 
 

993BK03 
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科目名称 基礎薬物治療学特論 

科目名称（英語）  

授業名称 基礎薬物治療学特論 

教員名 岡 淳一郎、高澤 涼子、樋上 賀一、廣田 孝司、山下 親正 

開講年度学期 2012 年度 後期 

曜日時限 木曜 3 限 

開講学科 薬学研究科 薬科学専攻（修士課程） 
 
単位 2.0 学年 1・2 年 

科目区分 専門科目 履修形態 選択 
 

授業の概要・目標 

薬学部で学習した知識を基盤として発展させ、各種疾患に対する薬物治療について、病態

生理・解剖学・薬物動態・製剤化 (DDS)・作用機序・薬物治療の個別化と分子標的薬の各

観点から、担当教員の研究成果に基づく専門性を生かして、より具体的に内容を理解でき

るように説明を行う。薬物治療に関する分子レベルから臨床までの現状と問題点を把握し、

今後開発されるべき新しい治療薬についての独自の考察ができるようになることを目標と

する。 
本特論により、将来治療薬開発に係る医療分野で必要な知識を身につけることが可能であ

る。 

履修上の注意 本特論をきっかけにして、興味を持ったテーマについて、さらに深く自ら学び考えを深め

ることで、上記の目標を達成すること。 

準備学習・復習 薬学部で受講した関連講義の内容を復習しておくこと。各回の内容についてよく復習し、

配布資料をもとにさらに深く自ら学び考えを深めること。 

成績評価方法 授業中の討論への参加状況（20%程度）とレポート（80%程度）で総合的に評価する。 

教科書 なし 

参考書 初回及び随時紹介する。 
 

授業計画 

第 1 回 老化研究の現状【樋上 賀一】 
・老化研究の現状を説明できる。 
・寿命制御に関連する遺伝子を説明できる。 

 
第 2 回 抗老化・寿命延長作用を有するカロリー制限について【樋上 賀一】 

・カロリー制限の分子メカニズムに関して説明できる。 
 
第 3 回 健康寿命の延伸について【樋上 賀一】 

・肥満症・糖尿病やメタボリックシンドロームなどの病態を説明できる。 
・代謝制御を介する肥満症、糖尿病やメタボリックシンドロームに対する治療法や健康

寿命延伸法に関して説明できる。 
 
第 4 回 薬物動態【廣田 孝司】 

・薬物動態に関わる代表的なパラメーターを理解する。 
・患者固有の薬動学的パラメーターを用いて投与設計ができる。 

（時間外学習の指示）学部 3 年生の薬剤学（後半の生物薬剤学分野）と薬物動態学を

事前に復習しておくこと。 
 

第 5 回 臨床薬物動態 【廣田 孝司】 
・臨床での治療（または毒性）発現時に見られる薬物動態的課題（排泄、分布、組織内

滞留性）について理解できる。 
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授業計画 

第 6 回 薬物動態と安全性 【廣田 孝司】 
・医薬品の開発段階での、薬物代謝予測と毒性予測について理解できる。 
 

第 7 回 吸入システム設計（肺の生理学的・解剖学的特徴）【山下 親正】 
・吸入システムを設計するためには肺の生理学的・解剖学的な知識が必要であり、これ

らの内容を理解し、説明できる。 
 

第 8 回 吸入システム設計（吸入剤と吸入デバイス）【山下 親正】 
・吸入システムは製剤とデバイスの組み合わせからなっており、肺分布に及ぼす製剤学

的及びデバイス側の要因を理解し、説明できる。 
 

第 9 回 吸入システム設計（前臨床試験、レギュレーション）【山下 親正】 
・吸入システムを構築するためには、各種動物ごとに経肺投与システムを確立して前臨

床試験を実施する必要があり、更に申請時にはレギュレーションに適合することが要

求されるので、各種動物における経肺投与システムとレギュレーションの内容を理解

し、説明できる。 
 

第 10 回 中枢疾患治療薬の作用機序 (1)【岡 淳一郎】 
・脳の機能と神経活動について説明できる。 
（時間外学習の指示）学部 3 年生の薬理学 1 を事前に復習しておくこと。 
 

第 11 回 中枢疾患治療薬の作用機序 (2)【岡 淳一郎】 
・神経疾患治療薬の作用機序を説明できる。 
 

第 12 回 中枢疾患治療薬の作用機序 (3)【岡 淳一郎】 
・精神疾患治療薬の作用機序を説明できる。 
 

第 13 回 薬物治療の個別化と分子標的薬 (1)【高澤 涼子】 
・がんの分子標的治療薬の概要を理解できる。 
・ターゲット別に、がん分子標的治療薬の研究の経緯、作用機序を、具体的な薬剤を例

に挙げて説明できる。［増殖因子受容体、細胞内シグナル関連、血管新生関連、細胞表

面のマーカー］ 
 

第 14 回 薬物治療の個別化と分子標的薬 (2)【高澤 涼子】 
・ターゲット別に、がん分子標的治療薬の研究の経緯、作用機序を、具体的な薬剤を例

に挙げて説明できる。［免疫のマーカー、細胞周期・アポトーシス・ネクローシス、が

ん遺伝子・がん抑制遺伝子・small RNA、転移・微小環境、その他］ 
 

第 15 回 復習および理解度を評価する（レポート課題）。 
 
＊各回の授業は基本的に講義形式で行う。第 4 回の一部は演習形式で行う。 
 

 
備考 なし 
 
993BK04 
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科目名称 基礎衛生薬学特論 

科目名称（英語）  

授業名称 基礎衛生薬学特論 

教員名 鍜冶 利幸、武田 健 

開講年度学期 2012 年度 後期 

曜日時限 火曜 2 限 

開講学科 薬学科、生命創薬科学科 
 
単位 2.0 学年 3 年 

科目区分 専門科目 履修形態 YP：必修 YM：選択 
 

授業の概要・目標 

薬学は「薬を創り」「薬の作用機構を解明し」「薬を正しく有効に使う」ための科学である

と一般に認識されているが、「疾病予防と健康増進」もまた薬学の重要な役割である。そし

て、それを担う薬学の領域が環境・衛生薬学である。医学部における環境・衛生薬学に近

い分野として予防医学があるが、その大部分は医師が行う実践的な疾病予防対策と病因解

明のための疫学である。環境・衛生薬学は、疾病の原因究明や化学物質の生体影響とその

分子機構の解明を通じて疫病予防と健康増進に寄与しようとするところに特徴がある。 
 
化学物質は医薬品だけでなく、食品添加物、農薬、香粧品など多様な用途で多量に使用さ

れ、人の豊かな生活を支えている。しかしながら、化学物質は生体にとっては異物であり、

人の健康を傷害する可能性が常にある。「化学物質の生体影響」では、第一に、化学物質の

毒性発現の決定要因とされる化学物質の体内動態について学習する。その中で特に重要な

物質代謝については、シトクロム P450 を中心とする薬物代謝酵素系、解毒および代謝的

活性化反応などを学習する。第二に、慢性毒性（微量化学物質の長期間摂取による健康障

害）の中で特に重要な発癌について学習する。第三に、化学物質の毒性に関連する事項、

例えば毒性試験法、生体防御因子、毒性評価の概念、法的防止措置、予防対策などについ

て学習する。第四に、主な中毒原因物質、中毒症状、解毒法などについて学習する。 
 
ある薬に有害な作用が見つかれば、人はそれを排除して生きることができる。しかしなが

ら、例えば環境汚染物質は水環境や大気環境を経て食品に蓄積するので環境汚染物質を完

全に排除して生活することは不可能である。「化学物質の生体影響」では、人と化学物質の

接点から人の健康と化学物質の毒性・安全性を理解し、人の疾病予防と健康増進に貢献す

るための基礎を身につけることを目標としている。 

履修上の注意 

薬学は「薬の科学」であるが、同時に「健康の科学」でもある。疾病予防と健康増進を目

的とする衛生薬学は、「健康の科学」としての薬学の主要な構成部分である。「化学物質の

生体への影響」を「栄養と健康」「生活環境と健康」「社会・集団と健康」とシリーズで学

んでこそ、人の健康の維持・増進に貢献するための薬学を修得することができる。そうし

た大きな目を持って、個々の問題を学んでほしい。 

準備学習・復習 事前にシラバスを確認し、受講後にはノートと教科書を照らし合わせて復習すること。 

成績評価方法 出席状況を前提として、単位試験の成績で評価することを原則とする。 

教科書 衛生薬学 －健康と環境－ 平塚 明、姫野誠一郎、永沼 章 編（丸善） 

参考書 衛生薬学 佐藤政男、中川靖一、川嶋洋一、鍜冶利幸、名取泰博 編（南江堂） 
コンパス衛生薬学 －健康と環境－ 鍜冶利幸、佐藤雅彦 編（南江堂） 

 



第 3 編 平成 24 年度開講コースシラバス 

103 

 

授業計画 

第 1 講義 「化学物質の生体影響」概説 
薬学における「化学物質の生体影響」の位置付けとこの授業の内容について学習する。 
1. 人と化学物質の関係を概説し、自分の考えを述べることができる。 
 
第 2 講義 
化学物質の体内動態について学習する。 
1. 代表的な有害化学物質の吸収、分布、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 1-1 
 
第 3 講義～第 5 講義 
化学物質の代謝について学習する。 
1. 第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 
2. 第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 1-2～3 

 
第 6 講義～第 7 講義 
慢性毒性の中で特に重要な発癌とその関連事項について学習する。 
1. 発がん性物質などの代謝活性化の機構を列挙し、その反応器呼応を説明できる。 
2. 変異原性試験（Ames 試験など）の原理を説明し、実施できる。 
3. 発がんのイニシエーションとプロモーションについて概説できる｡ 
4. 代表的ながん遺伝子と癌抑制遺伝子を挙げ、それらの異常とがん化との関連を説明でき

る。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 2-1～4 

 
第 8 講義～第 10 講義 
化学物質の毒性に関連する毒性試験法、生体防御因子、毒性評価の概念、法的防止措置、

予防対策等について学習する。 
1. 化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。 
2. 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す化学物質を列挙できる。 
3. 重金属、農薬、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性毒性

の特徴について説明できる。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 3-1～3 
 
第 11 講義 
化学物質に対する生体側の応答について学習する。 
1. 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明で

きる。 
2. 毒性試験の結果を評価するのに必要な量－反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）など

について概説できる。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 3-4～5 
 
第 12 講義～第 13 講義 
1. 化学物質の安全摂取量（１日許容摂取量など）について説明できる。 
2. 有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法など）を説明できる。 
3. 環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）が人の健康に及ぼす影響を説明し、その予防策を

提案する。 
（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 3-6～8 

第 14 講義～第 15 講義 
化学物質による中毒とその処置について、基本的事項を学習する。 
1. 代表的な中毒原因物質の解毒処理法を説明できる。 
2. 化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処置法、解毒法を検索することができる。

（薬コアカリ SBOs）C12 (1) 4-1～2 
 

 
備考 なし 
 
993BK05 
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科目名称 医薬科学特論 

科目名称（英語）  

授業名称 医薬科学特論 

教員名 小茂田 昌代、海保 房夫、嶋田 修治 

開講年度学期 2012 年度 前期 

曜日時限 集中講義 

開講学科 薬科学専攻修士課程 
 
単位 2.0 学年 1～2 年 

科目区分 医薬科学分野 履修形態 選択 
 

授業の概要・目標 

本科目は、「臨床試験に関する論文を批判的に吟味するスキル」「臨床試験をデザインする

基本的スキル」を身につけることを目的とする。 
新薬が承認されるまでには、患者を対象とした臨床試験がデザインされ実施されるため、

臨床開発や創薬研究に興味がある学生には非常に重要なスキルである。具体的には、「臨床

論文の批判的吟味」「症例検討」「臨床試験デザイン」を演習形式で学ぶ。薬学科 6 年選択

「薬物治療最前線」と相乗りする形で実施されるため、両学科生が一緒に SGD を行うこと

で、お互いに補完しあい、患者をイメージできる創薬研究者の育成を目指す。 

履修上の注意 がんプロコースの学生は必ず履修すること。その他の学生も履修を歓迎する。土曜日の集

中授業形式で行うため、授業日程を確認すること。 

準備学習・復習 事前に課題にはしっかり準備をして臨み、授業で十分に理解できなかった項目については

事後に確実に復習すること。 

成績評価方法 SGD、発表態度、レポートなどから総合的に判定する。 

教科書 講義中に指定する。 

参考書 講義中に指定する。 
 

授業計画 

第 1 回 6 月 2 日（土） 
・科学的医根拠に基づくガイドラインを理解できる。【担当：小茂田】 

 
第 2 回～5 回 6 月 2 日（土） 

臨床論文の批判的吟味、症例検討（薬物治療のエビデンスを処方提案に活かすための演

習） 
・科学的根拠に基づくガイドラインを活用できる。 
・臨床研究論文を批判的に吟味できる。 
・症例を提示できる。 
・症例について薬学的問題点を指摘できる。 
コアカリ SBOs：アドバンスト演習のため該当なし【担当：小茂田、海保、嶋田】 
 

第 6 回～9 回 6 月 9 日（土） 
臨床論試験デザイン演習（薬物治療のエビデンスを創るために臨床研究デザインを学ぶ

演習） 
・臨床研究デザインの種類と違いを説明できる。 
・薬学的問題点を整理できる。 
・薬学的問題解決に向けた臨床研究をデザインできる。 
コアカリ SBOs：アドバンスト演習のため該当なし【担当：小茂田、海保、嶋田】 
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授業計画 

第 10 回～14 回 6 月 16 日（土） 
がんチーム医療演習 
・がん専門薬剤師制度を概説できる。 
・緩和薬物療法における薬剤の使い分けを理解できる。 
・がん薬物療法の概略を説明できる。がんレジメン管理の重要性を説明できる。 
・がん治療におけるチーム医療の重要性を理解し、抗がん剤のレジメン管理など適正使

用への関わりを理解できる。 
コアカリ SBOs：アドバンスト演習のため該当なし【担当：小茂田、海保、嶋田】 
 

第 15 回 
がんチーム医療演習の課題レポート作成。【担当：小茂田、海保、嶋田】 

 
 
備考 集中授業であるため、途中からの参加は原則認めない。 
 
993BK07 
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2-2 修士課程授業科目・単位表 

別表第 4（第 5 条・第 7 条関係） 

修士課程授業科目・単位表 

薬学研究科 
（薬科学専攻） 

専門分野 

（部門） 
授業科目 単位 必修

選択
 の別

標準 
履修年次 

備考 

基礎有機化学特論 
基礎物理化学特論 
基礎生物化学特論 
基礎薬物治療学特論 
基礎衛生薬学特論 
基礎天然物薬品学特論 
医薬科学特論 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

選 択 
選 択 
選 択 
選 択 
選 択 
選 択 
選 択 

1～2 
1～2 
1～2 
1～2 
1～2 
1～2 
1～2 

薬科学研究技法演習 A 
薬科学研究技法演習 B 
薬科学研究論文演習 A 
薬科学研究論文演習 B 

2 
2 
2 
2 

選 択 
選 択 
選 択 
選 択 

1 
2 
1 
2 

創薬科学 

生命薬科学 

医薬科学 

薬学特別実験 1 
薬学特別実験 2 

8 
8 

必 修 
必 修 

1 
2 

 

 
【履修方法】 
・特論科目：4 科目 8 単位以上 
・演習科目：3 科目 6 単位以上 
・薬学特別実験 1、2：2 科目 16 単位 
合計 30 単位以上を修得すること。 
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3. 明治薬科大学 がん薬物療法のファーマシー・ 
サイエンティスト養成教育コース 

3-1 シラバス 

明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 
2012 年度 前期（医療薬学分野 特論） 

 
科目名：薬物治療学 I 特論 

Pharmacotherapy I 
 
科目責任者：越前 宏俊 
 
講義概要（学問分野、主たる講義項目）と目標： 
薬剤師が薬物治療を患者の病態に基づいて理解し、その時点での最良のエビデンスを知悉し薬物療法に関して

薬物選択から治療計画の立案に関与できる能力を涵養することと、治療経過のモニタリングに関与出来る知識

と技能・能力を養成することを目標とする。教育方法においては Case study による自己学習能力の養成を重視

する。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

2 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

3 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

4 越前 宏俊 血液疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

5 越前 宏俊 神経疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

6 越前 宏俊 消化器疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

7 越前 宏俊 炎症性疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

8 越前 宏俊 内分泌疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

9 越前 宏俊 悪性疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 

10 越前 宏俊 小児科疾患の薬物治療 N Engl J Med の Case record を用いた授業 
 
テキスト：N Engl J Med のアーカイブ 
参考書： 

Koda-Kimble and Young’s Applied Therapeutics: The Clinical Use of Drugs, 10th ed. Brian K. Alldredge et al. 
Lippincott Williams & Wilkins, 2012. 

成績評価の方法：出席、レポート 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 前期（医療薬学分野 演習） 
 

科目名：薬物治療学 I 演習 
 
科目責任者：越前 宏俊 
 
演習の概要と目標： 
講義により得た薬物治療学の知識を、演習を通して確認し、そのうえで個々の病態についての最新の知識を獲

得する技法を会得することを目標とする。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

2 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

3 越前 宏俊 循環器疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

4 越前 宏俊 血液疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

5 越前 宏俊 神経疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

6 越前 宏俊 消化器疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

7 越前 宏俊 炎症性疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

8 越前 宏俊 内分泌疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

9 越前 宏俊 悪性疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 

10 越前 宏俊 小児科疾患の薬物治療 特論テーマの症例の SOAP 作成 
 
テキスト：N Engl J Med のアーカイブ 
参考書： 

Koda-Kimble and Young’s Applied Therapeutics: The Clinical Use of Drugs, 10th ed. Brian K. Alldredge et al. 
Lippincott Williams & Wilkins, 2012. 

成績評価の方法：出席、プレゼンテーションの内容、レポート 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 前期（医療薬学分野 特論） 
 

科目名：病態生理学特論 
Medical Physiology 

 
科目責任者：石橋 賢一 
 
講義概要（学問分野、主たる講義項目）と目標： 
【目標】 
内科疾患を中心に、病気の原因と悪化因子などが細胞のレベルで説明できる。 
【授業計画】 
過去３年間の論文から病因や病態のメカニズムをあきらかにしたものを選び、背景を説明したあと、グループ

に分かれて何がわかっていないかを中心に討論する。そのあと論文があきらかにした点について講義する。再

び論文の問題点、疑問点についてグループで討論する。最後に全体で討論する。これを３つくらいの論文につ

いてくりかえす。最後に最近の関連した話題について講義する。これによって学生は論文の吟味だけでなくそ

の分野のホットトピックスについても精通できる。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 石橋 賢一 ストレス・毒への細胞反応 細胞適応、障害、死。肥大、増殖、萎縮、化生 

2 石橋 賢一 急性・慢性炎症 炎症の分子基盤、創傷治癒、肉芽腫 

3 石橋 賢一 組織再生 幹細胞、細胞周期、増殖因子、血管新生 

4 石橋 賢一 循環障害・血栓症 止血、凝固、DIC、塞栓、梗塞、ショック 

5 石橋 賢一 遺伝性疾患 メンデル遺伝、染色体異常、非メンデル遺伝 

6 石橋 賢一 免疫疾患 自己免疫疾患、移植免疫、免疫欠損症 

7 石橋 賢一 新生物 癌の分子基盤、発癌機構、転移機構、癌免疫 

8 石橋 賢一 感染症 細菌感染、ウイルス感染、真菌感染、寄生虫 

9 石橋 賢一 環境・栄養障害 金属毒、薬害、熱中症、栄養欠乏、肥満 

10 外部講師 発生・成長障害 発生生物学の臨床応用 
 
テキスト：プリント 
参考書： 

Kumar V et al.: Pathologic Basis of Disease, 18th edition (2010) 
Alberts B et al.: Molecular Biology of the Cell, 5th edition (2008) 
Longo D, etal: Harrison’s Principles of Internal Medicine, 18th Edition (2011) 

成績評価の方法：出席、レポート 
教員からメッセージ：病理総論について復習しておいてください。 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 前期（医療薬学分野 演習） 
 
科目名：病態生理学演習 
 
科目責任者：石橋 賢一 
 
演習の概要と目標： 
【目標】 
演習を通じて、病気の原因やメカニズムをあきらかにする研究とはどのように行われるかを体得することがで

きる。 
【授業計画】 
過去１年間の Nature, Cell, Science の論文から病気と関連したのを選択する。当番のプレゼンテーターが背景

を詳細に説明する。その後の論文の図の説明は聴衆の中からボランティアが説明する。その後、全員で討論す

る：「次にどんな実験をするか」、「レフリーの立場に立って、この論文を批判的に解説せよ」、「この論文で最も

弱い部分はどこか、そしてそれを補うために何をすべきか」等々。これを 3 つくらいの論文で比較する。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 石橋 賢一 血管の異常 血管内皮、平滑筋の細胞学的側面 

2 石橋 賢一 感染症 ウイルス受容体、自然免疫、結合組織反応 

3 石橋 賢一 腫瘍 癌遺伝子、増殖因子、癌免疫、幹細胞 

4 石橋 賢一 自己免疫疾患 サイトカイン、細胞性免疫、免疫応答遺伝子 

5 石橋 賢一 代謝異常 新規ホルモン、受容体、シグナリング、遺伝子発現 

6 石橋 賢一 中毒 解毒機序、細胞毒性、生体反応、代謝 

7 石橋 賢一 変性疾患 オートファジー、アポトーシス、プロテオソーム 

8 石橋 賢一 先天性疾患 発生、細胞分化、細胞毒、小胞体ストレス 

9 石橋 賢一 薬物障害 細胞毒、代謝酵素、解毒機構、構造機能相関 

10 石橋 賢一 特発性疾患 原因不明疾患へのアプローチ 
 
テキスト：プリント。ジャーナルからの論文と、それに関するレヴューや editorial が参考になる。 
参考書： 

Kumar V et al.: Pathologic Basis of Disease, 18th edition (2010) 
Alberts B et al.: Molecular Biology of the Cell, 5th edition (2008) 
Longo D, etal: Harrison’s Principles of Internal Medicine, 18th Edition (2011) 

成績評価の方法：出席、発表態度、質疑応答、レポート 
教員からメッセージ： 

研究の背景が理解できるように、関連する生物学や病気の知識（病理学）も復習してください。 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 後期（医療薬学分野 特論） 
 
科目名：医薬品情報学特論 

Clinical Drug Information 
 
科目責任者：岸野 吏志 
 
講義概要（学問分野、主たる講義項目）と目標： 
医薬品を適正に使用するためには、膨大な医薬品情報の中から適切な情報を取捨選択し、活用する必要がある。

そこで、医療チームの一員として、薬剤師に求められている Evidenced Based Medicine (EBM) の実践に必要

な基礎知識とその実践方法について理解を深める。EBM を実践する上で必要な基礎知識として、臨床上の問題

点の定式化、適切なデータベースの選択、各種データベースを利用した文献検索法、検索された論文の批判的

吟味等について、解説する。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 岸野 吏志 EBM の基礎 (1) EBM とは 

2 岸野 吏志 EBM の基礎 (2) 治療方針決定の根拠 

3 岸野 吏志 EBM の基礎 (3) 治療効果の指標 

4 岸野 吏志 EBM の実際 (1) 臨床研究の研究デザイン (1) 

5 岸野 吏志 EBM の実際 (2) 臨床研究の研究デザイン (2) 

6 岸野 吏志 EBM の実際 (3) 薬物治療の批判的吟味 (1) 

7 岸野 吏志 EBM の実際 (4) 薬物治療の批判的吟味 (2) 

8 大野 恵子 EBM の実践 (1) 医薬品情報の収集 

9 大野 恵子 EBM の実践 (2) 医薬品情報の適用（活用） 

10 未定 特別講義 未定 
 
テキスト：プリント 
参考書： 

Malone P, Kier K, Stanovich J: Drug Information: A Guide for Pharmacists, Fourth Edition, McGraw-Hill, 2011. 
成績評価の方法：試験の成績（100%）で評価する。 
教員からメッセージ：論文講読が基本です。 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 後期（医療薬学分野 演習） 
 
科目名：医薬品情報学演習 
 
科目責任者：岸野 吏志 
 
演習の概要と目標： 
【目標】 
本演習を通じて、医薬品情報学特論で修得した知識を実践して、臨床上の問題点の定式化、適切なデータベー

スを利用した文献検索、得られた文献の評価を行い、臨床上の問題点の解決に活かすことができる。 
【授業計画】 
実際に、各学生が自ら設定した臨床的な問題点について、データベースを用いて文献検索し、得られた文献の

評価を行う。その結果についてはプレゼンテーションし、さらに討論を通じて理解をより深める。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 岸野 吏志 EBM の論文を読む (1) 論文の構成を理解する。 

2 岸野 吏志 EBM の論文を読む (2) 論文の内容を理解し、要点を理解する。 

3 岸野 吏志 EBM の論文を読む (3) 実際に論文を読んでみる。 

4 岸野 吏志 
臨床問題を解決するための論

文を読む (1) 
各人が読んだ論文を紹介し、その内容について討論

する (1) 

5 岸野 吏志 
臨床問題を解決するための論

文を読む (2) 
各人が読んだ論文を紹介し､その内容について討論す

る (2) 

6 岸野 吏志 
臨床問題を解決するための論

文を読む (3) 
各人が読んだ論文を紹介し､その内容について討論す

る (3) 

7 岸野 吏志 
臨床問題を解決するための論

文を読む (4) 
各人が読んだ論文を紹介し､その内容について討論す

る (4) 

8 大野 恵子 
医薬品情報検索を実践し､臨

床問題を解決する (1) 
各人の臨床的疑問に対する医薬品情報検索事例を紹

介し､その解決過程を討論する (1) 

9 大野 恵子 
医薬品情報検索を実践し､臨

床問題を解決する (2) 
各人の臨床的疑問に対する医薬品情報検索事例を紹

介し､その解決過程を討論する (2) 

10 岸野 吏志 まとめ 総合討論 
 
テキスト：医薬品情報学特論での講義プリント 
参考書： 

Malone P, Kier K, Stanovich J: Drug Information: A Guide for Pharmacists, Fourth Edition, McGraw-Hill, 2011. 
成績評価の方法：プレゼンテーションと討論の内容（100%）で評価する。 
教員からメッセージ： 

論文講読と英文和訳は違います。必要に応じて、各自無線 LAN 対応のノート型 PC を持参すること。 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 後期（基礎薬学分野 特論） 
 
科目名：分析化学特論 

Analytical Biochemistry 
 
科目責任者：櫻庭 均 
 
講義概要（学問分野、主たる講義項目）と目標： 
臨床で用いられる分析化学的研究法とその実際例について解析する。臨床における分析化学について理解する

ことを目的とする。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 櫻庭 均 臨床分析化学の基礎 (1) 臨床試料の採取と選択 

2 櫻庭 均 臨床分析化学の基礎 (2) 臨床化学分析方法 

3 櫻庭 均 免疫学的解析 臨床における免疫学的解析 

4 櫻庭 均 遺伝子解析 臨床における遺伝子解析 

5 櫻庭 均 酵素学的解析 臨床における酵素解析 

6 櫻庭 均 アミノ酸解析 臨床におけるアミノ酸解析 

7 櫻庭 均 分子間相互作用解析 表面プラズモン共鳴を利用した解析 

8 櫻庭 均 機器分析 MRI、CT、エコー 

9 櫻庭 均 新薬開発への応用 (1) 新薬開発における分析化学 

10 櫻庭 均 新薬開発への応用 (2) 新薬開発の実例 
 
テキスト：プリント、映画 
参考書：なし 
成績評価の方法：レポート 
教員からメッセージ：臨床での分析化学について学び、理解して下さい。 
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明治薬科大学大学院 薬学専攻シラバス 

2012 年度 後期（基礎薬学分野 演習） 
 
科目名：分析化学演習 
 
科目責任者：櫻庭 均 
 
演習の概要と目標： 
演習を通じて、分析化学特論で取得した知識を、実践的なものとすることを目的とする。 
 
講義計画： 

回数 担当者 テーマ 内   容 

1 櫻庭 均 臨床分析化学の基礎 (1) 臨床試料に関する調査 

2 櫻庭 均 臨床分析化学の基礎 (2) 臨床化学分析方法に関する調査 

3 櫻庭 均 免疫学的解析 免疫学的解析に関する調査 

4 櫻庭 均 遺伝子解析 遺伝子解析に関する調査 

5 櫻庭 均 酵素学的解析 酵素学的解析に関する調査 

6 櫻庭 均 アミノ酸解析 アミノ酸解析に関する調査 

7 櫻庭 均 分子間相互作用解析 表面プラズモン共鳴に関する調査 

8 櫻庭 均 機器分析 MRI、CT、エコーに関する調査 

9 櫻庭 均 新薬開発への応用 (1) 新薬開発に関する調査 (1) 

10 櫻庭 均 新薬開発への応用 (2) 新薬開発に関する調査 (2) 
 
テキスト：プリント 
参考書：なし 
成績評価の方法：レポート 
教員からメッセージ： 

分析化学特論で学んだ知識を生かして、自ら調査することで理解を深めてください。 
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4. 立教大学 医学物理研究コース 

4-1 シラバス 
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1. 順天堂大学 運営委員会 

1-1 平成 24 年度第 1 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 5 月 8 日（火）14：00～ 

開催場所：8 号館 3 番教室 
 

(2) 議題 

1. がんプロフェッショナル養成プラン「実践的・横断的がん生涯教育センターの創設」の最終評価を受けて 
2. がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「ICT と人で繋ぐがん医療維新プラン」について 
3. 今後の事業予定（順天堂大学と各連携大学の役割） 
4. 順天堂大学がんプロ運営委員会の役割・意義 
5. 各運営小委員会の役割 
6. シンポジウムについて 
7. HP について 
8. その他 
 

 

1-2 平成 24 年度第 2 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 6 月 12 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. シンポジウムについて 
2. 全国がんプロ協議会について 
3. e-learning について 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
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1-3 平成 24 年度第 3 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 7 月 10 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. PD 申請について 
2. シンポジウム開催結果 
3. e-learning について 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
 

 

1-4 平成 24 年度第 4 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 9 月 11 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. 岩手医科大学 FD 研修会開催結果 
2. カリキュラムについて 
3. がんプロ経常経費について 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
 

 

1-5 平成 24 年度第 5 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 10 月 9 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. カリキュラムについて 
2. 事業評価ガイドラインについて 
3. 各運営小委員会報告 
4. その他 

－ 次年度予算希望 
－ 特別講義 
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1-6 平成 24 年度第 6 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 11 月 13 日（火）14：30～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. 共通カリキュラム策定について 
－ 次世代がん研究者養成コース カリキュラム案 
－ 次世代がん研究者養成コース カリキュラム対応表 
－ 旧がんプロ講義 移行希望講義確認 

2. 予算について 
－ 今年度予算追加申請リスト 
－ 今年度予算執行状況 

3. 各運営小委員会報告 
4. その他 
 

 

1-7 平成 24 年度第 7 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 12 月 11 日（火）14：30～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. 平成 25 年度補助金調書（予算分）作成について 
2. カリキュラム・シラバス作成について 
3. 新規 PD・RA 募集（来年度 4 月分） 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
 

 

1-8 平成 24 年度第 8 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 25 年 1 月 8 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. カリキュラムについて 
2. がんプロ学生の登録について 
3. インテンシブコースについて 
4. 今年度開催シンポジウムについて 
5. 各運営小委員会報告 

－ 先導的がん医療開発センター 研究コーディネーター募集について 
－ PD 研究支援者 募集について 

6. その他 
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1-9 平成 24 年度第 9 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 25 年 2 月 12 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. カリキュラムについて 
2. 平成 25 年度年間行事予定 
3. 平成 25 年度 PD・RA・研究支援者採用について 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
 

 

1-10 平成 24 年度第 10 回がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン運営委員会 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 25 年 3 月 12 日（火）14：00～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. 平成 25 年度研究拠点形成費等調書について 
2. 平成 24 年度実績報告書について 
3. カリキュラムについて 
4. 各運営小委員会報告 
5. その他 
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2. がんプロ連携7大学運営連絡会 

2-1 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（24－1） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 4 月 25 日（水）9：30～ 

開催場所：10 号館 2 階 203 カンファレンスルーム 
 

(2) 議題 

1. 挨拶（学長・医学研究科長） 
2. 連携大学紹介・今年度各大学の事業計画について 
3. キックオフシンポジウムについて 
4. ICT 計画について 
5. 役割分担等について 
6. その他 
7. 今後の予定・事務連絡 
 

 

2-2 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（24－2） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 6 月 18 日（水）14：30～ 

開催場所：11 号館 7 階 703 
 

(2) 議題 

1. e-learning について 
2. ICT 計画について 
3. 各大学の役割分担 
4. カリキュラムの進捗状況 
5. FD について 
6. その他 
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2-3 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（24－3） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 7 月 17 日（火）11：30～ 

開催場所：11 号館 10 階北 
 

(2) 議題 

1. e-learning について 
2. 今年度の連携シンポジウム等について 

－ 岩手医科大学 
－ 島根大学・鳥取大学 
－ 東京理科大学 

3. 全国がんプロ協議会調査について 
4. 次回運営連絡会開催について 
 

 

2-4 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（24－4） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 9 月 5 日（水）16：30～ 

開催場所：11 号館 16 階北 
 

(2) 議題 

1. 岩手医科大学主催 FD 研修について 
2. 全国がんプロ協議会『養成実績再調査』について（達成目標） 
3. 次回運営連絡会開催・連携大学開催内容について 

－ 東京理科大学・島根大学 
 

 

2-5 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（24－5） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 10 月 9 日（火）14：30～ 

開催場所：順天堂大学 
 

(2) 議題 

1. 共通カリキュラム作成について 
2. 事業評価ガイドラインについて 
3. 東京理科大学開催研究シンポジウムについて 
4. 島根大学、鳥取大学合同山陰地域シンポジウムについて 
5. その他 

－ 次年度予算 
－ 次回運営連絡会開催について 
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2-6 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（24－6） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 11 月 13 日（火）14：00～ 

開催場所：順天堂大学 
 

(2) 議題 

1. 共通カリキュラム策定について 
2. 東京理科大学 11/30（金）開催 研究シンポジウム『基礎研究を先進がん医療に活かす』について 
3. 島根大学、鳥取大学合同 12/13（木）開催 シンポジウム『がん医療における地域貢献とは』について 
4. 事業評価ガイドラインについて 
5. その他 

－ がんプロ HP 開設について 
－ 筑波大学 11/25（日）開催 外部評価シンポジウムのお知らせ 
－ 日本放射線腫瘍学会 11/22（木）創立 25 周年記念式典のお知らせ 
－ 全国がんプロ協議会 平成 25 年 1/30（水）合同フォーラム（全国版 FD・ポスター展示会）のお知らせ 
－ 次回運営連絡会開催について 

 

 

2-7 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（24－7） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 24 年 12 月 11 日（火）14：00～ 

開催場所：順天堂大学 
 

(2) 議題 

1. H24.11.30 東京理科大学シンポジウム報告 
2. H24.12.13 島根大学・鳥取大学合同シンポジウム準備状況 
3. H25.1.30 合同フォーラム（全国版 FD・ポスター展示会）について 
4. 『e-learning 共通講義』及び『ICT 特別講義』連携各校役割分担等について 
5. 平成 24 年度がんプロ活動報告書作成について 
6. 平成 25 年度補助金調書（予算分）作成について 
7. その他 

－ 筑波大学 11/25（日）平成 24 年度外部評価シンポジウム報告 
－ 本グループ外部評価について 
－ 次回運営連絡会開催・平成 25 年度がんプロ行事予定作成について 
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2-8 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（24－8） 

(1) 日時、場所 

開催日時：平成 25 年 1 月 30 日（水） 

開催場所：フォーレスト本郷 会議室（東京都文京区本郷 6-16-4） 
 

(2) 議題 

1. H25 年予算案について 
2. H25 年年間予定について 
3. カリキュラムについて 
4. その他 

－ ガイドライン・外部評価について 
－ H24 年度シンポジウムについて 
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文部科学省 平成 24 年度 
「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」選定事業 

 
 

平成 24 年度活動報告書 
 
 

 発行：順天堂大学先導的がん医療開発研究センター 
 順天堂大学がん生涯教育センター 
 東京都文京区本郷 2-1-1 

 
 

許可なく転載・複製を禁じます。 
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